















































































アーティストの平川垣太氏、nichido contemporary art ディレクターの岩瀬幸子氏を交え
た報告が行われた。
　また 2018 年度にも、山内氏をコーディネーターとして千葉商科大学 University Hub に





























































２点から明らかにすることを目的とした。調査は、2018 年 3 月現在で市川市に居住する
18 歳以上の男女を対象に計画標本 700 人を抽出、郵送による調査票の送付・返送によっ
て実施した。標本の抽出方法は多段無作為抽出とし、衆議院千葉５区及び６区の市川市内
の投票所を単位に、全 78 投票所から 25 投票所を地点として抽出、地点は人口規模に応じ
て確率比例で５区から 19 地点、６区から６地点を抽出した。各地点からは人口比に応じ
て 27 〜 30 名を系統抽出法により抽出した。
　調査票は 2018 年 3 月 27 日に発送され、4 月 6 日に督促状を発送、最後の調査票が返送




配布数は 697 通、有効配布数に対する有効回収率は 57.4% となった。また、調査票は発送






　回答者の性別は「男性」が 47.1%、「女性」が 52.9% と女性がおよそ 6 ポイント上まった。
世代別では、40 代では女性が、50 代では男性が上回っている。
⑵年齢
　回答者の平均年齢は 53.3 歳だった。世代別に見ると、最も回答者が多いのは「50 代」
で全体の 19.8%、次いで「40 代」（17.5%）、「60 代」（15.3%）、「30 代」（14.5%）、「70 代」（13.0%）、
「20 代」（8.5%）、「80 代以上」（7.5%）、「10 代」（1.5%）となっている。年齢の中央値は 53

































































　回答者の世帯収入では、「200 〜 400 万円未満」が 22.1% ともっとも多く、次いで「400
〜 600 万円未満」（21.4%）、「600 〜 800 万円未満」（15.9%）、「1000 〜 1500 万円未満」（13.5%）、
「800 〜 1000 万円未満」（13.3%）、「200 万円未満」（8.6%）、「1500 万円以上」（5.2％）となっ
ている。年収 1000 万円以上の世帯は全体の 18.7% だが、平成 30 年国民生活基礎調査にお
































































































味した映像を 10bit（Y:U:V）4:2:2 のカラー情報を記録する。編集時に Log カーブと対応
した LUT（Look Up table）により復元することにより、見かけ上ダイナミックレンジを






であんどん祭りの参加者にフィードバックされる。また、2018 年度には J:COM 市川主催

































































市川市民のスマートフォン保持率を 66.5% と推計することとした。また、Line リサーチ





保持者全体の約 35% 程度でありⅱ、同じく 2018 年に MMD 研（Mobile Marketing Data 
Labo.）が行った「スマートフォンの Bluetooth 機能に関する調査」によれば、Bluetooth
を現在利用していると回答したものの割合は全体の 41.9% であったⅲ。以上から、簡易的
に Bluetooth のオン率を 40% と推計し、これらの数値をもとに計測を行った。
　2018 年のあんどん祭りでは、メインの出入り口となる２箇所に２台ずつ計４台の
Raspberry Pi を設置した。これによって取得されたデバイスの総数は 787 件で、ここか
ら学生スタッフなど運営関係者を除いた 705 件を来場者のものとすると、来場者数はおよ
そ 2650 名となった。前年の目算での記録が約 2000 人であり、600 〜 700 名程度来場者が
増加したといえる。
　2019 年のあんどん祭りでも同様の計測を行った。ただし、計測場所として昨年は出入








出ておらず、そこで Line リサーチによる常時オン率の増加割合は１年間で約 41% 増えて
いるとの報告を参考に、2019 年度は常時オン率を 56.4% と設定した。そこから 2018 年と






ⅱ 　モバイルマーケティング研究所「新聞やチラシの購読率は？ Bluetooth や GPS の ON 率は？
LINE リサーチから見えてきたスマホ市場の変化について」2018 年５月 24 日（2020/01/30 最
終確認）https://moduleapps.com/mobile-marketing/13372rpt/
ⅲ 　MMD 研究所「スマートフォンの Bluetooth 機能に関する調査」2018 年５月８日（2020/01/30
最終確認）https://mmdlabo.jp/investigation/detail_1707.html
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地域活性化に対するアートの役割について
イベントとして組み込まれることとなった。あんどん祭りの企画には、市川市まち並み景
観整備課による新しい「灯りの景観」づくりが企図されており、その意味でも、プロジェ
クションマッピングはあんどん祭りにふさわしい企画であると言える。
　映像制作は主に楜沢ゼミの学生が中心となって行われた。作品は好評を博し、次年度の
継続も決定した。一方で、プロジェクションされる映像の内容については、制作する学生
の創意に委ねられていたため、2019 年にはあんどん祭りや弘法寺、国府台といったイベ
ントや場所を想起させるシナリオを作成することになった。新しい制作体制として、2019
年はシナリオ作成を権ゼミナールの学生が担当し、映像制作は引き続き楜沢ゼミが中心と
なって行った。タイトルを「うつろい」とした作品は、明治 21 年の火災による弘法寺の
焼失という歴史的事実に着想を得て、火災から再建までを四季の変化になぞらえて表現す
る構成となっている。学生による企画・制作において、取材・シナリオ制作・ディレクショ
ンと作画・アニメーション・編集が明確に分業されたことは、教育的に様々な効果を生ん
でおり、また、メディア作品の制作を目指す学生以外の参加に門戸を開いた点も評価され
てよいだろう。
　また、あんどん祭りでの成功事例が、学外で学生制作のプロジェクションマッピングを
実施する機会につながっている。2018 年６月の東京外環自動車道開通式での上映を始め、
2018年３月の茂原市の夜桜シネマ、2019年11月の鎌ケ谷市での鎌ケ谷地区イルミネーショ
ン事業などである。
　プロジェクションマッピングを単純にアートと呼ぶことはできないかもしれないが、集
客の期待されるイベントであることから、地域におけるアートの導入経路としての可能性
を秘めている。今後は、学生の制作を支援するという教育的な観点に加えて、作品の内容
にローカルな文脈を反映させていくこと、そのためにそうした歴史や地域の特性、これら
を表現するための思想的・哲学的背景の学修を促進していくことが必要になる。とはいえ、
こうした内容を制作する学生が十分に修得していくことは難しい。それゆえ、2019 年の
ように分業体制をとることがますます重要になるだろう。
５．むすび
　最後に、本研究プロジェクトでの活動を通じて得られた新たな課題と今後の展望につい
てまとめたい。
　あんどん祭りにおける映像記録と編集方法によって、訓練を受けていないカメラマンの
映像でも最終段階での専門性さえ確保できれば十分に感銘を与える映像が残せることも明
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らかになった。これは今後の映像アーカイブ制作の継続においても現実的な見通しが可能
になったと考えられる。広報物制作においては、訴求対象の年齢や趣向を考慮した、例えば、
子供向けに可愛いイラスト、高齢者向けに大きめの文字、といったデザインに加え、イベ
ントイメージの視覚化のみでも、その認知性を高めることはできたが、それだけでは他の
地域での同じイベントのそれと差異がないことが再確認できた。また、アーティストに参
加を求め、その地域のヒト、モノ、場をテーマとした創作活動を展開することで、地域イ
ベントにさらなる公共性と豊かさが加わることは明らかになった。
　地域活性化に対するアートの役割についての考察には、アートイベントの継続、イベン
トの情報発信及びアーカイブ、地域住民の意識調査、などの持続的な取り組みが必要であ
る。加えて、本プロジェクトでは地域とアーティストとの共存関係をイベントを通して継
続することの可能性を解決できてはいないため、本プロジェクトの内容を精査しつつ、今
後も同テーマの研究に取り組みたい。
